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関連科目

ゼミナール２（演習） 科目ナンバー  CC-SE2261

特任准教授　豊辻　晴香

（音楽療法士、音楽教師、地域子育て支援施設講師）

2年　後期 卒業単位 必修　1単位

ゼミナール2では、ゼミナール1に引き続き、さらに学びを深めていきます。学期末には学修成果発表を行うことで、プレゼンテーショ

ン能力を高め、応用力を身に付けます。学修のまとめとして各自研究レポートを作成します。

豊辻ゼミの目的：ゼミナール1の学習内容をもとに活動の計画立案を行い、実践をとおしてコミュニケーション力と実践力の向上を目指

します。

到達目標

知識・理解 必要な情報収集を自発的に行い、収集した情報（知識）を的確に理解することができる。

思考・判断 収集した情報（知識）に基づき、活動の企画ができる。

興味・意欲・態度
メンバーと協力し合い、積極的に活動に参加できる。

様々な活動に対して興味・関心を示すことができる。

技能・表現

1

活動の検討②：計画・立案 指導案や準備物を完成させる 1

活動の検討③：シュミレーション 活動の流れを想定する 1

活動した内容を、わかりやすい表現でまとめ、発表する力を身に付ける。

授業内容  事前事後学習内容
時間

（時間/週）

オリエンテーション シラバスを読んでおく 1

活動の検討①：計画・立案 指導案や準備物を完成させる

活動の実践① 共通理解のもと、活動内容を全員で把握しておく 1

活動の実践② 共通理解のもと、活動内容を全員で把握しておく 1

活動の検討④：リハーサル 個々の役割を把握しておく 1

活動の検討⑤：最終調整 共通理解のもと、活動内容を全員で把握しておく 1

実践研究と発表③：発表のリハーサル 発表の練習をする 1

実践研究と発表④：最終調整 発表の練習をする 1

実践研究と発表①：実践活動の整理 実践での反省や参加者の様子をまとめておく 1

実践研究と発表②：実践活動の整理 実践成果についてまとめ、考察を検討しておく 1

成績評価方法

知識・理解 思考・判断 興味・意欲・態度 技能・表現 評価割合

全体報告会 報告会の学びや気づきをまとめる 1

全体報告会 報告会の学びや気づきをまとめる 1

筆記試験

まとめ、および今後の課題 これまでの学びを振り返る 1

課題 ○ ○ ○ ○ 40%

レポート

受講状況・態度 ○ ○ ○ ○ 30%

実技

ゼミナール１　保育基礎１・２

提出物にはコメントしてフィードバックします。発表や実践には意見交換を通してフィードバックをすることもあります。

なし

適宜紹介

活動実践は現場での実践を行う予定です。研究テーマ活動を学生自身で選定・実践し、報告会で意見交換を行うことで、主体的で対話

的な学びを目指します。

パソコンやスマートフォンを活用して情報を収集したり、スマートスピーカーを用いて音楽を流したりします。

子どもや対象者を主体としたかかわりのために、メンバーが協力して実践に取り組むことを心がけましょう。事情により授業順が前後

する場合もあります。

その他（発表） ○ ○ ○ ○ 30%


